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大学生のキャリア発達を促す予備的 
プログラムの実施と評価 
―個々の変化プロセスに着目して― 

寺本妙子（開智国際大学） 

キーワード：キャリア発達 
 

問題と目的 

青年期にある大学生においては，自己形成が大

きな課題となり，卒業後の社会との関わり方につ

いて模索することが求められる。職業選択はキャ

リア発達の一部であり，必然的に自分と向かい合

う過程ともなる。この課題にうまく適応できる場

合もあれば，何らかの支援を要する場合もある。

寺本（2017）では，少人数のゼミナールを活用し，

グループワークを通じた予備的なキャリア支援プ

ログラムを実施し，その評価を試みた。準実験デ

ザインに基づき事前・事後テスト得点の比較をお

こなった結果，肯定的変化が確認され，支援の有

効性に関する示唆を得ることができた。本研究で

は，個々の参加者の変化プロセスに着目し，本プ

ログラムを再度検討することを目的とした。 

方   法 

参加者 関東にある私立大学の心理学科の学生

8 名（3 年生 2 名，4 年生 6 名）。 

手続き ゼミナールを活用し，キャリアに関す

るグループ・ディスカッションを継続的に実施し

た（月 1 回，計 4 回）。テーマは職業観，実際の就

職活動，その振り返り，次の行動計画の 4 点であ

った。毎回学生がファシリテーターを務め，ワー

クシートを活用して進行した。アセスメントは，

第 1 回の開始前（事前テスト）と各回の終了後（事

後テスト 1～4）に，進路選択に対する自己効力尺

度（浦上，1995）とアイデンティティ尺度（下山，

1992）（基礎と確立の 2 領域）を用いて実施した。

事前テスト得点と各事後テスト得点の相関係数を

求め，ベースライン水準と支援後の水準の関連に

ついて検討した。また，各参加者の得点変化につ

いても吟味した。 

倫理的配慮 本研究は発表者の所属機関の研究

倫理審査委員会の承認を得て実施された。 

結果と考察 

進路選択自己効力尺度の事前テスト得点と各事

後テスト得点の相関係数を Table 1 に示した。正 

 

 
 

の有意な相関が認められたのは，事後テスト 1 に

おける進路選択自己効力（ρ=.86, p<.01）及びア

イデンティティ基礎（ρ=.71, p<.05）であった。

ベースライン水準の影響はプログラム開始の直後

に部分的に確認されたが，その後は認められなか

った。 

各参加者の得点変化について，進路選択自己効

力得点の上昇傾向が認められたのは 8 名中 6 名で

あった。その内，アイデンティティ基礎と確立で

も上昇が確認されたのは3名（例：Figure 1と 2），

基礎のみでは 3 名（例：Figure 3）であった。徐々

に上昇傾向を示す者や V 字回復を示す者等，個々

の特徴が見受けられた。また，途中まで上昇傾向

を示したものの，最終段階で一気に下降に転じた

1 名や徐々に下降した 1 名も認められた。 

以上のことから，本プログラムのグループワー

クを通じた自己分析，情報交換，励まし合い等は，

全体的には肯定的変化を促したと考えられたが，

その過程における個人差に敏感に対応した工夫や

個別的支援の必要性も示唆された。 

 

 
 

 
 

 

Table 1　進路選択自己効力得点（事前テスト）との相関係数

事後テスト2 事後テスト3 事後テスト4

進路選択自己効力 .86 ** .47 .50 .56

アイデンティティ基礎 .71 * .51 .47 .20

アイデンティティ確立 .51 .60 .70 .14

Spearman's ρ(N  = 8) **
 p <.01, * p <.05

事後テスト1

Figure 1  参加者D（4年生女子）の得点変化
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Figure 2  参加者F（4年生男子）の得点変化
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Figure 3  参加者C（4年生女子）の得点変化
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